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JICA 中国事務所ニュース 

（2004 年 10 月号） 
 

1．JICA 及び JICA 事業に関する最近のトピック  

（１） 畠中副理事長訪中！                       

  当機構の畠中副理事長が、9 月 6 日から 10 日まで訪中し、

北京市、安徽省合肥市において中国要人との会談及びプロ

ジェクト視察等を行いました。今次の訪中の目的は、独立行

政法人化後、「現場主義の強化」と「人間の安全保障」のアプ

ローチを推進する JICA が中国において果たすべき役割につ

いて中国側と意見交換するとともに、現場関係者からの説明

や視察を通じて事業の実施状況を把握することでした。                         

  北京市では、唐家璇国務委員、呉忠澤科学技術部副部長、傳自応商務部部長助理との

会談が個別に行われました。この中で中国側からは、日本の経済協力が中国の発展に大き

く貢献し、その中で JICA が果たしてきた役割について高い評価と感謝の意が表明されるとと

もに、全体として中国は経済発展を遂げつつあるとは言え、内陸部は依然遅れていること、

市場経済の導入や経済発展に伴って新たな人材育成や制度づくりが必要となっていること、

さらに環境問題や都市部での社会問題等、新たな課題も生まれつつあることから、引き続き

JICA の協力を得たいとの発言がありました。これに対して副理事長からは、中国の発展に伴

い中国が自らの力で対応できる部分は拡大しており、我が国の ODA 予算がその経済状況を

反映して減額されてきていることから、今後は、中国の対応が困難な部分で、日本からの協

力が可能な分野、技術に焦点を絞って効率的な協力を行っていく必要がある旨を強調しまし

た。 

現場視察については、北京では、日中友好環境保全センター、リハビリテーション専門職

養成プロジェクト、中日友好病院、北京消防訓練センター及び日中青年交流センターを、安

徽省では、安徽省プライマリーヘルスケア技術訓練センター及び日中協力林木育種科学技

術センター（安徽省サイト）を視察しました。これらの協力現場で、日中双方の関係者から説

明を受け、また日本の協力で整備された施設、機材を実際に見て、協力の成果が着実に上

がっていることを実感した旨の所感がありました。 

（今次の副理事長訪中に際し、日中双方の関係者の方々にご協力をいただきましたことに、

感謝申し上げます。） 

 

（２） 在外事務所主管体制の試行導入開始！ 

今年 10 月 1 日から、このニュースでも何度か取り上げてきた在外事務所主管体制の試行

導入が開始されます。この新体制においては、開発途上国のニーズにより迅速かつ的確に

対応して事業を実施するため、在外事務所に責任と権限が大幅に移譲されます。JICA では、

昨年 10 月の独立行政法人化以降、鋭意現場強化の推進に取り組んできましたが、各種の準

備作業を終え、当事務所を含む 8 事務所で試行実施するに至ったわけです（当事務所以外

の試行事務所所在国は、インドネシア、フィリピン、ベトナム、カンボジア、バングラデシュ、ケ

唐家璇国務委員と会談する畠中副理事長 
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